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腰
痛
に
加
え
て
、
痛
み
や
し
び
れ

の
た
め
、
休
み
休
み
で
な
い
と
歩
き

続
け
ら
れ
な
い
（
間
欠
跛
行
）
場
合
、

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
が
疑
わ
れ
る
。

足
の
血
管
が
狭
ま
っ
て
血
液
の
流

れ
が
悪
く
な
る
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

（
Ａ
Ｓ
Ｏ
）
で
も
、
間
欠
跛
行
は
典

型
症
状
と
し
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、

Ａ
Ｓ
Ｏ
で
は
立
ち
止
ま
れ
ば
症
状
が

回
復
す
る
が
、
脊
柱
管
狭
窄
症
に
お

い
て
は
前
傾
姿
勢
を
取
ら
な
け
れ
ば

緩
和
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
立
っ
た

り
歩
い
た
り
す
る
際
の
腰
を
反
ら
せ

の
場
合
も
あ
る
が
、
加
齢
に
伴
っ
て

生
じ
る
こ
と
が
多
い
。

脊
柱
管
狭
窄
の
原
因
は
様
々
で
あ

る
。
岩
井
医
療
財
団
岩
井
整
形
外
科

内
科
病
院
理
事
長
・
院
長
の
稲
波
弘

彦
氏
は
、「
脊
柱
管
の
背
側
に
あ
る

黄
色
靭
帯
の
肥
厚
、
腰
椎
の
ず
れ

（
変
性
す
べ
り
症
）、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ

ア
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
な
か
で

も
全
体
の
９
割
以
上
を
占
め
る
の
が
、

黄
色
靭
帯
が
厚
く
な
り
神
経
を
圧
迫

す
る
ケ
ー
ス
で
す
」
と
話
す
。

脊
柱
管
狭
窄
症
で
は
、
神
経
の
ど

の
部
分
が
圧
迫
さ
れ
る
か
で
特
徴
が

変
わ
っ
て
く
る
。

脊
柱
管
を
通
る
神
経
の
束
（
馬
尾

神
経
）
が
圧
迫
さ
れ
る
「
馬
尾
型
」

で
は
、
腰
か
ら
下
の
感
覚
が
広
く
障

害
さ
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
た
だ

し
、
痛
み
は
少
な
い
。

両
足
、
殿
部
（
尻
）、
会
陰
部
の

た
姿
勢
も
、
症
状
を
引
き
起
こ
す
。

脊
椎
に
あ
る
神
経
が
入
っ
て
い
る

管
を
脊
柱
管
と
い
う
。
管
に
は
神
経

な
ど
が
通
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の

管
が
狭
く
な
っ
た
こ
と
で
起
こ
る
の

が
脊
柱
管
狭
窄
症
で
あ
る
。

骨
・
関
節
・
椎
間
板
・
靭
帯
な
ど

が
厚
く
な
る
と
、
腰
椎
部
分
の
脊
柱

管
の
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
な
る
。
そ
こ

で
、
神
経
の
血
行
や
神
経
そ
の
も
の

が
障
害
さ
れ
、
脊
柱
管
狭
窄
症
の
症

状
が
出
現
す
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。

脊
柱
管
の
狭
窄
は
、
生
ま
れ
つ
き

し
び
れ
、
灼
熱
感
、
ほ
て
り
と
い
っ

た
異
常
感
覚
や
、
足
の
脱
力
感
が
現

れ
る
。
排
尿
や
排
便
に
支
障
を
来
す

膀
胱
直
腸
障
害
や
、
性
機
能
障
害
が

起
こ
る
こ
と
も
あ
る
。

馬
尾
神
経
か
ら
、
左
右
に
枝
分
か

れ
し
て
い
る
細
い
神
経
の
根
元
部
分

（
神
経
根
）
が
圧
迫
さ
れ
る
タ
イ
プ

を
、「
神
経
根
型
」
と
い
う
。
足
や

殿
部
の
痛
み
が
典
型
的
で
、
片
足
に

強
く
痛
み
が
出
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
馬
尾
型
と
神
経
根
型
が
混

じ
っ
た
タ
イ
プ
が
「
混
合
型
」
だ
。

症
状
を
細
か
く
確
認
し
た
う
え
で
、

画
像
検
査
が
行
わ
れ
る
。

前
傾
姿
勢
で
回
復
す
る
症
状

狭
窄
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま

ど
ん
な
症
状
か
？

痛
み
や
し
び
れ
で
歩
行
が

続
け
ら
れ
な
い
間
欠
跛
行
が
特
徴

脊
椎
に
起
こ
る
代
表
的
な
疾
患

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症

「
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
」
と
並
ん
で
腰
椎
に
起
こ
る
代
表
的
な
病
気
で
あ
る
。
脊
柱
管
の
狭
窄
は
多
く
の
場
合
、
加
齢
と
と
も
に
生
じ
る
た
め
、

50
代
以
降
が
中
心
と
な
り
、
国
内
の
患
者
数
は
、
２
４
０
万
人
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
ず
保
存
療
法
や
運
動
療
法
が
行
わ
れ
る
が
、
改
善
が
み
ら
れ

な
い
場
合
、
手
術
と
な
る
。
最
近
で
は
体
に
負
担
の
小
さ
い
内
視
鏡
に
よ
る
手
術
も
多
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。

稲
波
弘
彦 

先
生

岩
井
医
療
財
団
　

岩
井
整
形
外
科
内
科
病
院
理
事
長
・
院
長

協
力

な
ぜ
起
こ
る
の
か
？

脊
柱
管
が
狭
ま
り

神
経
や
血
行
が
障
害
さ
れ
る

診
断
法

間
欠
性
の
下
肢
症
状
の
把
握
と

画
像
検
査
で
診
断
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・  腰痛に加えて間欠跛行がある。

・  間欠性の下肢症状について、感覚障害や痛みの有無、部位など
を細かく問診する。

・  MRI、CT、X線などの画像検査で脊柱管狭窄かどうか確かめる。

・  薬物療法や運動療法を行う。
・  脊柱管を広げる手術法を基本とし、内視鏡手術が選択されるこ

とも多い。
・ 症状が悪化する場合は手術を行う。

症
状

診
断

治
療
法

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
の
ポ
イ
ン
ト

症状が改善 症状の改善が
得られない場合

保存療法
1）薬物療法
2）運動療法（ストレッチ）
3）神経ブロック
4）装具療法（コルセット）

②神経根型

①馬尾型

③混合型

治療

・椎弓切除術
	脊柱固定術も合わせて施行される場合もあり
 （切開手術・内視鏡手術）

手術

・内診（感覚障害や痛みの有無、部位等の確認）
・画像診断検査　［X－P］［MRI］［CT］
・②神経根型③混合型の場合
　＋・神経根造影検査

↓しかし

腰を前かがみにすると、痛みやしびれが改善する
・ 腰痛はあまり強くなく、安静にしている時

にはほとんど症状がない

腰部脊柱管狭窄症

症状
特徴

検査

診断

・ 腰痛、しびれ
・ 背筋を伸ばして立っていたり、 

歩行時の下肢の痛み、しびれ
・ 腰を反らすと症状が悪化
・ 長時間、続けて歩くことができない、歩きづらい
歩行と休息を繰り返す（間歇性跛行（かんけつせいはこう））

図　1 腰部脊柱管狭窄症が疑われるとき

図　2																					

手術前の腰椎の写真。丸く囲まれた部分が脊柱
管。脊柱管が押しつぶされ、内部の神経が圧迫さ
れている

手術後の腰椎。術前と比較すると、脊柱管のス
ペースの違いが一目瞭然だ。内部の神経の圧迫
も解消されている

手術前と手術後の腰椎

①
問
診

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
の
症
状
の
１

つ
、
出
た
り
出
な
か
っ
た
り
す
る
間

欠
性
の
下
肢
症
状
に
つ
い
て
、
感
覚

障
害
や
痛
み
の
有
無
、
部
位
な
ど
を

細
か
く
確
か
め
る
。

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
（
Ａ
Ｓ
Ｏ
）

と
の
鑑
別
も
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

足
甲
の
動
脈
の
拍
動
が
弱
い
と
い
っ

た
、
Ａ
Ｓ
Ｏ
の
症
状
の
有
無
も

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

②
画
像
検
査

Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
、
単
純
Ｘ
線
な
ど

の
画
像
検
査
で
、
脊
柱
管
狭
窄
か
ど

う
か
を
診
る
。

神
経
根
型
の
症
状
が
あ
る
ケ
ー
ス

で
は
、
造
影
剤
を
使
っ
て
神
経
根
を

Ｘ
線
撮
影
す
る
（
神
経
根
造
影
）。

ま
た
、
合
わ
せ
て
神
経
に
麻
酔
薬
を

注
射
し
（
神
経
根
ブ
ロ
ッ
ク
）、
症

状
の
緩
和
状
況
を
観
察
す
る
こ
と
も

あ
る
。

こ
れ
は
、
腰
椎
の
不
安
定
性
や
骨

の
ず
れ
、
骨
折
や
側
彎
の
有
無
な
ど

を
見
極
め
、
他
の
腰
痛
性
疾
患
の
可

能
性
を
排
除
す
る
た
め
に
行
う
。

治
療
法
に
は
保
存
療
法
と
手
術
療

法
が
あ
る
。

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
が
悪
化
す
る

の
は
３
分
の
１
ほ
ど
で
、
自
然
に
症

状
が
改
善
・
消
失
す
る
こ
と
も
多
い
。

そ
こ
で
、
保
存
療
法
が
原
則
と
な
る
。

保
存
療
法
と
し
て
は
、
薬
物
療
法
と

運
動
療
法
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
神
経
障
害
の
タ
イ
プ
に

よ
っ
て
治
療
方
針
は
異
な
る
。
神
経

根
型
の
場
合
は
自
然
に
よ
く
な
る
こ

と
が
多
い
が
、
馬
尾
型
で
は
少
な
い
。

そ
の
た
め
、
馬
尾
型
や
混
合
型
、
そ

し
て
保
存
療
法
の
効
果
が
な
か
っ
た

神
経
根
型
に
つ
い
て
は
手
術
療
法
が

選
択
さ
れ
る
。
一
般
的
に
は
、
左
右

の
殿
部
や
下
肢
に
症
状
が
出
て
き
た

ら
、
手
術
適
応
に
な
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
。

薬
な
ど
）

・
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
（
痛
み
が
強
い

場
合
は
、
麻
酔
薬
な
ど
を
注
射

す
る
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
も
用
い
ら

れ
る
。

・
そ
の
他
（
漢
方
薬
の
牛
車
腎
気

丸
な
ど
）

	

・
運
動
療
法

股
関
節
な
ど
の
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

と
、
姿
勢
の
矯
正
が
中
心
に
な
る
。

姿
勢
の
矯
正
は
、
症
状
を
悪
化
さ
せ

る
腰
椎
が
前
側
に
彎
曲
し
た
姿
勢
、

い
わ
ゆ
る
“
鳩
胸
出
尻
”
に
な
ら
な

い
よ
う
に
行
う
。
コ
ル
セ
ッ
ト
を
つ

け
、
姿
勢
を
制
限
す
る
方
法
も
あ
る
。

ス
ト
レ
ッ
チ
は
、
狭
窄
部
以
外
の

運
動
性
や
血
液
循
環
な
ど
を
改
善
す

る
た
め
に
実
施
す
る
。

手
術
療
法

神
経
障
害
の
タ
イ
プ
に
関
係
な
く
、

保
存
療
法

	

・
薬
物
療
法

・
神
経
の
血
液
循
環
を
改
善
す
る

薬
（
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
Ｅ

１
製
剤
な
ど
）

・
痛
み
や
炎
症
を
抑
え
る
薬
（
解

熱
消
炎
鎮
痛
剤
や
ア
セ
ト
ア
ミ

ノ
フ
ェ
ン
、
オ
ピ
オ
イ
ド
系
の

薬
剤
、
神
経
障
害
性
疼
痛
緩
和

腰
椎
の
骨
を
少
し
切
り
取
り
、
肥
厚

し
た
黄
色
靭
帯
な
ど
を
切
除
し
て
脊

柱
管
を
広
げ
る
方
法
が
基
本
と
さ
れ

て
い
る
。
黄
色
靭
帯
な
ど
の
切
除
で

腰
椎
の
骨
の
安
定
性
が
悪
く
な
っ
た

場
合
、
上
下
の
骨
の
間
に
別
の
部
位

の
骨
な
ど
を
入
れ
て
、
腰
骨
を
癒
合

さ
せ
る
脊
柱
固
定
術
を
合
わ
せ
て
実

施
す
る
こ
と
も
あ
る
。

最
近
で
は
、
内
視
鏡
で
の
手
術
も

広
ま
っ
て
い
る
。
神
経
の
圧
迫
部
位

が
広
範
囲
に
及
ん
で
い
な
い
症
例
で
、

選
択
さ
れ
る
こ
と
も
増
え
て
い
る
。

内
視
鏡
手
術
の
メ
リ
ッ
ト
は
多
い
。

「
感
染
の
危
険
性
が
小
さ
く
、
呼
吸

器
系
の
合
併
症
も
少
な
く
て
す
み
ま

す
。
ま
た
、
手
術
時
間
が
短
く
、
傷

口
が
わ
ず
か
18
㍉
く
ら
い
と
小
さ
く
、

出
血
が
少
な
い
た
め
、
体
へ
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
術
後
の
痛
み
も

少
な
く
、
筋
肉
な
ど
を
骨
か
ら
剥
離

し
な
い
の
で
、
回
復
が
早
い
の
も
特

徴
で
す
」
と
稲
波
氏
は
説
明
す
る
。

た
だ
し
、
内
視
鏡
手
術
で
は
医
師

に
は
高
い
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。
手

術
を
選
択
す
る
際
に
は
、
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
医
師

か
ら
十
分
な
説
明
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
だ
。

保
存
療
法
が
無
効
な
場
合
、
手
術

療
法
が
検
討
さ
れ
る
。
間
欠
性
の
症

状
で
あ
れ
ば
、
手
術
で
ほ
ぼ
治
る
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
手
術
で
必

ず
し
も
全
て
の
症
状
が
な
く
な
る
わ

け
で
は
な
い
。
安
静
時
に
も
症
状
が

出
る
よ
う
な
ら
ば
、
早
期
に
手
術
を

受
け
た
ほ
う
が
よ
い
。

神
経
障
害
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て

治
療
方
針
は
異
な
る

詳
細
な
問
診
を
実
施
す
る

治
療
法

保
存
療
法
が
原
則
だ
が

症
状
に
よ
り
手
術
も
選
択

ど
の
よ
う
な
場
合
に

手
術
適
応
に
な
る
か
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